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?京都大学構内の 遺跡調査は，吉田キャンパスのほか ，高槻㎡の ま満 遺跡，和歌山県白浜 
町の瀬戸遺跡など ，各地の付属施設の 建物建設にあ たっても実施し ，組織的な調査をおこ 
なうようになって 以後，調査面積 は 70000 ㎡を越えている。 この間に，縄文時代の 集落の 
構造を示す住居跡や 墓地，弥生時代の 水田 跡，古代の梵鐘鋳造遺構，文献に 記された京と 
近江を結ぶ中世・ 近世の道路 跡 ，幕末の土佐 藩 および尾張藩の 下屋敷跡など ，先史時代か 
ら 近世にいたる 長い歴史のなかで 刻まれた，貴重な 資料が明らかになっている。 これらの 
調査成果は年次報告として 公表しているほか ，現地に埋め 戻しあ るいは移築保存している 
遺構もあ り，出土資料の 一部は埋蔵 文化財研究センター 資料室に展示している。 
本年報は， l999 年度に吉 m キャンパス内でおこなった ，発掘および 立合調査から 得られ 
た，主要な遺構・ 遺物の分析の 成果を第工部で 報告し， 第Ⅱ部の紀要で ，過去の調査で 出 
土した瓦の資料を 再検討して，道元組織の 復元を試みたものであ る。 この 鴨 京地域の考古 
資料の内容は ，過去の調査の 蓄積からほぼ 把握された観もあ るが，この報告にみられるよ 
うに，新たな 出土資料によって 分析が深められ ， さらなる検討を 要する諸点も 明らかに 
なっている。 ご 高評をお願いしたい。 
おわりに， これらの調査を 進め上でご指導ご 助言をいただいた ，学内学覚の 関係者およ 
び関係機関， とりわけ，発掘にあ たって多くの 協力を賜った ，施設部，文学部，医学部， 
医学部付属病院の 関係各位には ， ここに厚くお 礼申し  トげる次第であ る。 
2003 年 11 月 





1  本年報は，京都大学構内で 1999 年 4 円 1 口から 2000 年 3 月 31 までに発掘，整理作業を 
終Ⅰした埋蔵 文化財調査と 保存の報告，および 京都大学埋蔵 文化財研究センタ 一にお 
ける研究成果をまとめたものであ る。 
2  国土座標にしたがって 一辺 50m の方形の地区割りをして ，遺跡の位置を 表示した。 
  層位と遺構の 位置については ，国土座標 第 W 座標系 ( 日本測地系， X 二目 08,000 
  =   20.000)  が (X 二 2,000  Y  =  2,000) となる京都大学構内座標により 表示  
た  
4  遺構の略号は ，奈良文化財研究所の 方式にしたがって ，井戸 : SR, 土塊 : SK のよ 
  に 表示し，各調査ごとに 通し番号を            
5  遺物には，遺跡の 調査名を示すローマ 数字と，調査ごとの 通し番号を丁から 付した。 
この遺物番号は ，本文，実測図，写真を 通じて表示を 統一した。 
Ⅰ : 京都大学病院構内 AF20 区の発掘調査 
TT : 京都大学医学部構内 A017 区の発掘調査 
m : 京都大学本部構内 AW26 区の発掘調査 
( 例 1 1 : 京都大学病院構内 AF20 区出土遺物 1 番 ) 
6  原則として，遺物の 実測図は縮尺 1/4, 遺物の写真は 約 ¥/? に 統 ・ -. した。 他の縮尺のも 
のは，それぞれに 縮尺を明記した。 
7  参考文献は，本文中に ( 著者名 発表年コの形式で 表わし巻末に 一括した。 
8  古代・中世土師器の 型式分類は， とくにことわりがない 場合， 『京都大学埋蔵 文化財 
調査報告Ⅲ (198l 年 ) にしたがっている。 
9  本文の執筆者名は 各章の初めに 列記した。 また遺物の撮影はおおむねそれぞれの 報告 
者が担当した。 
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" 毛コ " 京者 ド 大学吉田キャンパスの 地区割と調査 地 ， 点 
京都大学病院構内 AF20 区
1 完掘 後の調査 区 全景 ( 北から ) 2 SKl (J ヒ から ) 
3 5K7 ( 南から ) 
京都大学病院構内 AF20 区
京都大学医学部構内 A017 区
Ⅰ 調査区内Ⅱ ヒ部 近世遺構全景 ( 南から ) 
2  調査 区 全景 ( 完掘後 ・南東から ) 
京者 ド 大学医学 ; 部構内 A017 区
1  路面状遺構 SFI ( 北から )  2  路面状遺構 SF2 ( 北から ) 
3  路面状遺構 SF3a ( 東から ) 4  路面状遺構 SF4         
  土器 溜 SX3 ( 西から )   土器 溜 SK6 ( 西から ) 
京都大学医学 @ 宵附 苦肉 A017 区
  集而 SX2 ( 南から ) 2  集 石 SX5 ( 南から ) 
3  集荷 SXg C 東から ) 4  集荷 SK20  (SE23 上面         
Fl  集而 SX  ll. 卜居 ( 南から ) 6  集荷 SXll 下層 ( 束から ) 
京者㌧丈草医学 @ 吝Ⅱ苦肉 A017 区
  井戸 SE6 ( 北から ) 2  井戸 SEl0 ( 北から ) 
3  井戸 SEll C 東から ) 4  井戸 SEl2 ( 北から ) 
5  井戸 SEl3 U 北から ) 6  井戸 SE  U4        
京都大学医学部構内 A017 区
1  井戸 SE  l5         2  井戸 SEl6 ( 北から ) 
  井戸 SEl7 ( 西から ) 4  井戸 SE20 ( 南から ) 
5  井戸 SE2l 0 南東から )   井戸 SE22 ( 北から ) 
京都大学医学部構内 A017 区















SKl6 出土遺物， SEl6 Ⅲ植物， SKl2 出土 潰 ゆ， SK2" 出土遺物， SE6 
ば土 遺物 
京都大学医学部構内 A017 区
sR24Hu-   l@. 遺物， 池 Ⅱ大藩 込 出土遺物，茶褐色土出土遺物， sF4 が 土 遺物 
京都大学医学部構内 A017 区
茶褐色土出土遺物， 暗黄 灰色た出土遺物， 黄 灰色Ⅱ， 出  ln 遺物 
京都大学医学部構内 A017 区
)  鉄製品 X 線写真 2  焼 : 仁塊 
京都大学医学部構内 A017 区








1  奥井 瓦 ，平瓦 2  近世の遺物 
京都大学本部構内 AW26 区 
1  調査 区 全景            瓦溜 SKl ( 南から ) 
3  溝 SDl ( 西から ) 
京者 ト 大学本部構内 AW26 区 
l  溝 SD2 ( 西から ) 2, Ⅱ : 坑 SKl2 (.A ヒ から )
3  井戸             4  井戸 SE2 ( 西から ) 
5  井戸 SEl ( 北から ) 6  井戸             
京都大学本部構内 AW26 区 















SKl 出土遺物， SR3 出土遺物 
京都大学本部構内 AW26 区 
sE4 出土遺物 
京都大学本部構内 AW26 区
計 4 」 瓦 
京都大学本部構内 AW26 区 
軒平瓦 
京都大学林 培 Ⅱ苦肉 AX22 区の立合調査 
l  A トレンチ            2  R トレンチ ( 南 四から ) 
3  大 清 SDT の断面 ( 北から ) 
4  A トレンチ南畦中央の 層位 ( 北から ) 
． 5  B トレンチ 束壁 中央付近の層位 晒 か り 
京都大学医学部構内 A018 区出土の瓦 
朝 丸瓦 
京都大学医学部構内 A0l8E 出土の瓦 
軒平瓦，平瓦， 樽 
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